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３-１３．リーフレット 

本企画展の内容に、最先端の研究成果を含めて制

作された解説書。真貝氏らにより執筆された。一般向

けの《詳しく解説編》、こども向けの《やさしく解説編》、

理系大学生向けの《本気で解説編》の 3種類があった。

これらは二次元コードから無料でダウンロードができた。

会場では印刷した見本を用意した。 

 

４４．．明明石石市市立立天天文文科科学学館館ととのの連連携携  

４-１．明石市立天文科学館の公式 Youtube 動画  

明石市立天文科学館を紹介するために、明石市立

天文科学館の公式 Youtube チャンネルの動画を開館

中リピート再生させた。タブレットで再生させ、その上に

は重力レンズ模型を設置し、動画が歪んで見えるよう

にアレンジした（図９）。 

 

図９．明石市立天文科学館の公式 Youtube 動画  

 

４-２．明石と大阪の同時中継カメラ 

明石市立天文科学館とカメラを繋ぎ、明石の様子を

リアルタイムで中継した（図１０）。反対に明石では大

阪の様子を中継し、特異点シアターを映していた。 

 

図１０．明石の様子を中継するタブレット 

 

４-３．大阪・明石デジタルスタンプラリー 

設置した二次元コードを読み取ることで、大阪市立

科学館オリジナルスタンプが取得できた。同様に明石

の会場内では、明石市立天文科学館オリジナルスタン

プが得られた。これら 2 種類のスタンプを取得すると、

大阪・明石のコラボ画像を入手することができた。 

 

５５．．おおわわりりにに 

ブラックホールや重力波は難しい印象を与えてしま

うテーマのように思う。しかし「こんなところにブラックホ

ール」や「重力レンズ変形写真撮影」、「梶田氏等身

大パネル」では、多くの来館者が写真撮影をしていた

り、顔が歪んで楽しそうにしていたりする様子を見ること

ができた。難しいながらも親しみを持っていただけたの

ではないだろうか。また、サファイアミラーを通して、日

本が国際的かつ最前線の宇宙の探究に寄与している

ことも知っていただけたのではないかと考える。期間中

の展示場の入館者数は 92,907 名であった。多くの方

にブラックホールや重力波にふれていただく機会を提

供し、興味を喚起することができたように思う。 

また、本企画展は国内外の大学や研究機関、他の

科学館との幅広い連携により実現された。特に、木村

はサファイアミラーを借用する際、KAGRA の施設見学

をする機会を得た。訪問時、まさに観測期間中であり、

重力波観測のリアルタイムな状況を拝見できた。学芸

員としての調査研究活動を果たせたとともに、研究機

関や大学との連携の重要性を改めて感じるものであっ

た。連携を通じた事業の活発化を今後も図りたい。 
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We would like to once again express our deep 

gratitude to everyone at the National Museum of 
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本企画展の実施にあたり、大阪工業大学の真貝寿

明様には、台湾の連携機関との橋渡しをしていただき、

大変お世話になりました。鈴木康史様をはじめ明石市

立天文科学館の皆様には、中継カメラの調整やスタン

プラリーのシステム構築をしていただきました。改めて

深く感謝申し上げます。東京大学宇宙線研究所  重

力波観測研究施設の坂本絵里様をはじめ KAGRA の

皆様には、サファイアミラーの借用だけでなく KAGRA

の施設見学までさせていただきました。訪問時まさに

観測中の重要なタイミングで拝見できたのは、とても貴

重な機会となりました。改めて深く感謝申し上げます。 
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日本科学未来館巡回展示「生成 AI との対話から未来を考える MIRAI-Bit」 

実施報告 
 

江  越   航  ＊、野  村   美  月＊＊  

 
 

概 要  
 

日本科学未来館では、環境問題やロボット、老化などさまざまな課題を考える体験型展示である巡回

展示キット「MIRAI-Bit」の貸し出しを行っている。当館でも貸し出しを受けて、2025 年 9 月 6 日から 10
月 5 日までの期間、展示を行った。 

MIRAI-Bit は未来館の最新の展示をオンラインで体験することができるとともに、社会にあるさまざまな
課題への向き合い方や、解決に向けたヒントを探っていくことができる新しい形の展示である。当館でどの

ような形で実施したか、その概要を報告する。  
 
 
１１．．ははじじめめにに    
日本科学未来館は、最先端の科学技術を体験でき

る展示場を備え、さまざまな科学コミュニケーションを

通して未来を考えることができる、日本最大級の科学

館である。 
未来館では、館内での展示公開だけでなく、環境

問題やロボット、老化などさまざまな課題を考える体験

型展示である巡回展示キット「MIRAI-Bit」を製作し、
貸し出しを行っている。未来館の最新の展示をオンラ

インで体験することができるとともに、社会にあるさまざ

まな課題への向き合い方や、解決に向けたヒントを探

っていくことができる新しい形の展示である。当館でも

展示するのに相応しい内容であるため、今回企画展と

して実施した。企画展の実施期間は、2025 年 9 月 6
日から 10 月 5 日で、展示場 1F「みんなのサイエンス・
ラボ」にて開催した。 
以下において、この企画展の概要、展示内容、開

催結果等について報告する。 
 
２２．．搬搬入入・・設設置置  
２-１．輸送方法  

MIRAI-Bit は貸出用キットとして装置が設計されて
おり、輸送には JITBOX チャーター便（ボックスチャー

 
  *大阪市立科学館  学芸員  

e-mail:egoshi@sci-museum.jp 
** e-mail:m-nomura@sci-museum.jp  

ター2 台）を利用することができる。 
JITBOXは、規格の決まったキャスター付き専用ボッ

クスに積み込んで荷物を配送するサービスである。専

用ボックスの大きさは、外寸（幅 110×奥行 110×高さ
200cm）である。ただし、当館のエレベーターは、入口
の幅が 100cm までしか積み込めないため、館内のエレ
ベーターを使って輸送することはできない。  
今回、MIRAI-Bit の企画展は、展示場 1F「みんな

のサイエンス・ラボ」で実施することになっていた。そこ

で、休館日に 1F 正面の入り口に輸送用トラックを乗り
付けて、正面入り口からそのまま企画展会場に運搬す

ることとした。 

 
 

図１ 搬入の様子  
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２-２．展示場での設置  

MIRAI-Bit は、大型モニターに情報が表示されるメ
インハウジングと、タブレットを用いて様々なコンテンツ

を体験できる、体験スタンドから成る。また、展示を解

説したロールアップバナーも付属している。  
必要な電源の都合上、メインハウジングとロールアッ

プバナーは壁際に設置した。体験スタンドは展示場中

央付近に設置するため、必要な電源は床面から取るこ

ととし、3 つの体験スタンドを、中央を囲むように Y字型
に配置した。タブレットは体験スタンドに固定できるよう

になっており、来館者の方が余計な操作をしないよう、

セキュリティケースに固定するようになっている。  
また、科学館「みんなのサイエンス・ラボ」壁面の大

型モニターでも、デモ映像を表示した。  
 

 
 
３３．．ココンンテテンンツツのの内内容容  

MIRAI-Bit では、未来館の展示場の様子が再現さ
れ、タブレットを用いて展示場の中を移動しながら、い

くつかの展示を体験することができる。  
例えば、展示コーナーの 1 つ、「老いパーク」内の

「サトウの達人」では、「サトウ」「カトウ」「アトウ」といった

似た音の名前が呼ばれる。これにより、老化により音が

聞き分けづらくなることが体験できる。  
また、「プラネタリー・クライシス」内の「食卓の向こう

側」では、クイズを通して、食生活にまつわる様々な事

柄がどのように地球環境に影響を及ぼしているかを学

ぶことができる。 
さらに、生成 AI を使った MIRAI-Bit のオリジナルキ

ャラクターと対話することができるとともに、他の人の意

見も共有されることから、未来に関するさまざまな問い

について考えることができる展示になっている。 

４４．．展展示示のの運運用用  
MIRAI-Bit は、特に説明がなくても、来館者が自由

に体験できるコンテンツとなっている。しかし、操作が分

からない場合の説明や、お勧めのコンテンツを紹介し

てもらえると、より楽しむことができる。そこであらかじめ、

サイエンスガイドの方々に MIRAI-Bit の使い方やコン
テンツの内容等をレクチャーし、来館者の方が、使い

方が分からなかったり迷ったりしていた場合に、案内し

てもらうようにした。また、来館者の操作により、タブレッ

トの電源コードが抜けた場合に差し直すことや、画面

が汚れた場合の乾拭きなどの簡単な処置をしてもらっ

た。 
まれに画面が固まって動かなくなることがあり、その

際は学芸員が再起動の処置などの対応をした。 

 
 
５５．．おおわわりりにに 

MIRAI-Bit では、日本科学未来館の最新の展示コ
ンテンツが再現されており、内容も環境問題やロボット、

老化など、当館では展示できない、未来館ならではの

内容が表現されていたものであった。  
展示手法としても、生成 AI を使った対話やタブレッ

トの中でのバーチャルツアーなど、最新の技術を用い

たものであった。 
さらに、巡回展示キットとして製作されており、運搬・

設置、運用など考慮されたものであった。  
今回、MIRAI-Bit の展示を通して、来館者の方に、

新しい体験をしてだくことができ、社会にある様々な課

題についても考える機会をもっていただけた。 
結びにあたり、本事業の実施にあたり多大なるご協

力を賜りました日本科学未来館に、深く感謝申し上げ

ます。 

 

図２ 全体風景  

図３ 来館者の様子  




